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金
滞
古
践
志
巻
十
一

主
於
a
大
場
・
八
谷
二
村
で
氷
知
a
計
回
二
百
三
十
飴
畝
刊
以
鴬
副
金
湯
島

a

偶
賢
至
=
寛
文
中
之
檀
越
横
山
外
記
信
士
・
横
山
志
摩
信
士
及
者
奮
道

事
等

a

奉
昌
・
加
賀
守
中
持
層
士
之
令
皆
吋
一
荷
数
司
会
開
法
吋
改
z
臨
済
宗
皆
吋

錫
=
澗
上
玄
風
ア
余
不
a
敢
事
↓
乃
僻
三
次

d

檀
心
不
v
休

a

及
ν
到
昌
第
凶
次
吋

竪
請
以
昌
国
命
吋
余
於
v
是
始
感

e

庚
成
歳
中
各
月
入
v
山
閲
v
法

e

専
則
-
-
太

白
稽
規
刊
一
新
様
昌
永
平
民
風
吋
将
来
有
=
児
孫
吋
不
v
事
a
華
屋
玉
楼
↓
不
v
必
a

股
楽
珠
飯
二
単
晶
体
曹
渓
之
嫡
除
↓
繕
晶
表
新
盟
之
古
曲
コ
但
越
盛
智
奮

等
使
E

余
改
=
新
之
-
本
志
満
夫
一
.
設
復
不
v
則

d

勝
=
側
資
龍
山
吋
一
痩
作
品
野

狐
癌
-
.
持

e

ま
た
寺
記
K
-
X
ふ
。
献
珠
寺
は
、
元
ト
山
続
を
金
館
山
と
競

す
。
貨
嬢
高
泉
来
る
に
及
び
て
‘
横
山
氏
よ
り
請
う
て
関
山
の
如
く

せ
ん
と
す
。
此
の
時
明
法
山
と
改
む
。
高
来
去
り
て
後
元
の
金
龍
山

に
復
す
と
。
叉
云
ふ
。
閉
山
遠
山
、
寛
文
七
年
五
月
二
日
寂
す
。
共

の
後
久
々
無
住
に
成
り
居
た
り
。
共
の
悶
に
曹
洞
の
月
披
和
倫
三
年

寄
寓
す
。
後
天
徳
院
に
住
し
、
第
二
世
と
た
る
。
高
白
熱
の
来
寓
す
る

も
無
住
中
の
事
た
り
。
高
泉
去
れ
る
後
指
山
と
-X
ふ
情
献
珠
寺
に
住

し
、
妙
心
寺
末
寺
に
復
す
。
元
総
の
末
年
た
り
。
是
を
蛍
寺
の
二
世

と
す
と
云
々
。

。
開
基
海
元
院
尼
小
儒

海
元
院
は
幽
百
石
を
mm
は
り
・
献
珠
寺
を
建
立
し
て
、
己
が
知
行
の

内
三
十
石
を
寺
領
と
な
し
た
り
。
故
民
間
事
昌
披
問
答
に
も
‘
海
一
万

院
知
行
之
内
三
十
石
寺
領
に
被
昌
仰
付
-
と
は
載
せ
た
る
な
り
。

。
月
披
和
街
侮

月
披
は
、
献
珠
寺
中
興
の
組
也
。
月
披
繍
師
語
録
に
載
せ
た
る
停
に

-
一
宮
ふ
。
蹄
師
時
開
港
印
a

宇
月
披

e

江
州
大
津
人
.
姓
源
.
本
質
佐
々
木

ニ早，

F
組
父
逆
且
郷
鶴
遁
陥
ι
民
間
-
夫
母
大
倉
氏
一
タ
夢
為
掬

採
a
菊
華
二
党
有
v
娠
鴬

e

以
昌
九
月
震
陽
日
-
而
生

d

寛
永
丁
丑
年
也
。
と

あ
り
。
富
田
景
周
の
燕
濯
風
雅
に
云
ふ
。
月
投
自
競
目
送
臥
悌
吋
初
依
=

竹
飽
海
和
倫
-
受
v
業

d

得
v
書
習
a
何
髄
吋
不
v
待
昌
和
倫
-
訓
。
大
半
解
=
共
義
吋

平
索
以
司
恥
宋
利
-
不
v
按
v
限
多
夏
一
直
機
内
外
一
袈
裟
.
師
確
乎
不
v
移
a

却
r夷
難
険
二
女
=
築
努
苦
吋
只
蹄
是
カ

d

寛
文
十
年
十
一
月
以
a
松
雲
公

命
-
入
品
質
慌
山
吋
改
a
臨
憐
宗
回
目
吋
而
第
a
献
珠
寺
中
興
関
組
一
事
詳
曹
月
披

所
弘
田
叙
-
献
珠
寺
改
新
中
興
志
川
又
院
品
主
金
龍
夫
徳
吋
一
長
a
詩
文
園
雅

及
書
二
伺
昌
月
披
集
十
品
恒
三
府
侮
豪
，
活
・
鋒
之
鋭
不
v
可
v
嘗。

-R
々
。
と
載

せ
た
り
。
按
や
る
に
、
月
披
締
師
語
録
に
蛾
せ
た
る
安
永
九
年
窓
臥

道
人
の
序
に
・
師
所
v
撰
之
雄
v
有
昌
江
湖
唱
和
集
吋
不
b

流
a
於
世
・
不
v
得
v

現
.
最
露
昌
遺
憾
-
怠
〈

d

と
あ
り
て
・
唱
和
集
は
和
歌
を
集
録
せ
し
も
の

金
滞
古
践
志
巻
十

;
I
l
i
-
-

延
寅
二
年
献
珠
寺
由
来
書
に
云
ふ
o
蛍
寺
は
横
山
外
記
之
老
母
様
元
一

院
尼
、
第
v
母
一
・
寺
建
立
致
度
旨
‘
微
妙
公
へ
海
一
元
院
尼
よ
り
被
=
申
上
-

蕗
‘
則
寺
屋
敷
被
v
下
‘
慶
安
凶
年
に
建
立
、
寺
領
之
儀
は
微
妙
公
へ

海
元
院
尼
願
之
趣
有
v
之
、
三
十
石
寺
領
被
a
仰
付
吋
と
見
b
、
園
事
昌

披
問
答
に
は
‘
海
元
院
知
行
之
内
三
+
石
寺
領
に
被
昌
仰
付
-
と
あ
り
。

献
珠
寺
過
去
帳
に
云
ふ
。
献
珠
寺
は
臨
済
宗
京
都
妙
心
寺
の
末
寺
也
。

閲
血
迷
山
和
倫
は
、
幼
少
よ
り
織
元
院
己
が
子
の
如
く
養
育
し
、
寺
を

建
立
す
る
に
蛍
り
て
遠
山
を
関
山
と
す
。
海
元
院
の
母
は
献
珠
院
と

践
し
。
紳
谷
信
浪
守
の
蜜
也
。
因
り
て
寺
競
を
献
珠
寺
と
稀
す
と
あ

り
。
按
占
y
る
に
、
積
山
鵠
聞
に
‘
外
記
氏
従
の
父
式
部
長
治
の
蜜
は
.

紳
谷
信
浪
守
守
孝
の
娘
に
て
、
後
悔
元
院
と
鋭
す
と
あ
り
。
三
州
志

鍵
畿
絵
考
に
一
式
ふ
。
紳
谷
信
濃
守
守
孝
、
後
丹
波
守
と
稽
す
。
男
子
た

し
。
故
に
横
山
山
城
守
長
知
の
三
男
長
治
を
女
帯
に
命
ぜ
ら
れ
.
紳

谷
式
部
と
鋭
す
。
然
る
に
艇
長
十
年
横
山
因
幡
卒
す
る
時
‘
式
部
を

‘
因
幡
の
嗣
子
に
命
ぜ
ら
れ
、
再
び
本
姓
に
復
し
、
横
山
式
部
と
す
。

依
v
之
寛
永
六
年
紳
谷
丹
波
守
孝
卒
せ
し
時
、
遺
知
九
千
石
の
内
閲
百

石
を
長
治
の
室
へ
賜
は
り
、
=
一
千
石
を
長
治
が
子
式
部
長
昌
へ
賜
は

り
、
命
に
従
っ
て
紳
谷
丹
波
と
競
す
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
長
治
の
室

左
り
と
い
へ
り
。

O
明
信
高
泉
寓
居

三
州
志
来
困
概
魔
附
鍛
に
一
民
ふ
。
寛
文
十
二
年
松
窓
公
、
明
倫
高
泉

和
倫
を
召
し
・
献
珠
寺
に
寓
居
せ
し
む
る
事
一
年
儀
。
共
の
師
隠
元

延
貸
元
年
に
寂
す
る
を
以
て
、
一
旦
金
津
を
去
り
、
一
冗
誠
九
一
年
再
び

勝
に
臆
じ
来
り
、
亦
献
珠
寺
に
寓
居
す
。
此
の
時
天
徳
院
中
花
組
廟
・

働
殿
等
を
浩
立
の
事
あ
り
。
共
の
譜
様
の
指
法
を
高
泉
に
命
ぜ
ら

れ
、
同
七
年
に
落
成
し
‘
高
泉
三
月
東
蹄
す
o
凡
そ
金
揮
に
掛
錫
前

後
八
年
と
い
へ
り
。
千
衣
按
守
る
に
、
江
沼
郡
山
代
紳
明
枇
萄
紳
官

武
岡
氏
、
高
泉
和
倫
山
代
入
湯
の
時
、
所
作
の
詩
草
を
所
磁
す
o
共

の
窮
左
の
如
し
。

成
制
沸
湧
-
室
井
川
入
v
池
作
品
媛
波
一
時
々
合
昌
瑞
筑
吋
一
往
々
一
様
=
・
沈
病
吋
大
抵

無
昌
殿
冷
吋
自
然
有
a
太
和
吋
一
喪
v
明
a
妙
鯖
慮
吋
問
a
取
頭
陀
難
吋

笑
丑
各
到
品
質
州
山
代
温
泉
-
作

d

資
柴
高
泉
山
崎
問
草
e

右
は
延
貸
元
年
実
丑
の
多
た
れ
ば
‘
一
旦
金
調
伸
を
僻
し
束
蹄
せ
し

時
、
山
代
の
温
白
熱
へ
入
湯
し
て
の
作
詩
た
る
べ
し
。
そ
の
肉
筆
今
に

停
来
し
て
珍
減
す
と
い
へ
り
。
又
献
珠
寺
に
も
高
泉
和
倫
寄
寓
の
頃

携
帯
の
物
品
、
子
v
今
停
来
し
て
寺
の
什
物
と
す
。




